
 

 

 

【空家等実態調査結果】 
令和 2年度の調査結果では、平成 28年度の調査結果と比べ倒壊等の危険性が高い空家等（Ｃランク）は減少し

ており、今までの改善・解消に向けた取組みの成果と考えられます。反面、管理良好な空家等（Ａランク）は約

1.6倍に増加し、管理不全な空家等（Ｂランク）は 1.5倍に増加しており、今後は改善・解消に向けた取組みの強

化が望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意向調査結果】 
空家等の所有者に対し、所有者としての意向を調査しました。 

意向調査の結果、空家等の利活用方法について約８割の方が 

何らかの活用を考えていることがわかります。このことからも、 

アフターコロナを見据えた空家等の流通・活用促進についての 

施策の強化が不可欠となります。 

 

                       

                    

【空家等対策の取組み方針】 

 

 

 

 

 

 

 

【計画の推進体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【空家等対策の基本理念】 
・安心安全なまちを創ります。 

・美しく豊かな自然を次世代に伝える景観を創り 

守ります。 

・空家等を有効な資源として捉え、利活用を促進 

します。 

【目的】 
空家等対策を総合的かつ計画的に実施するため、

駒ヶ根市の基本的な取組みや対策を示し、市民の 

安全で安心な生活の確保及び生活環境を保全する 

ことを目的とします。 

【位置づけ】 
空家等対策の推進に関する特別措置法（以「法」

という。）第 6条の空家等対策計画に定める規定を

ふまえたものとし、駒ヶ根市第 4次総合計画を上位

計画とし、他の関連する計画と整合を図った計画と

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２期 駒ヶ根市空家等対策計画 【概要版】 

第 1章 計画の目的と位置付け 

第 3章 空家等対策の基本的方針 第 2章 空家の現状と課題 

1 所有者の協力 

2 地域の協力 

3 関係機関・民間事業者との連携 

4 専門家団体との連携・協力体制の維持 

5 庁内の連携 

1 空家等発生の抑制（空家化の予防） 

2 空家等の流通・活用促進 

3 管理不全な空家等状態の防止・解消 

〔空家等の利活用方法〕 

市内における空家等の数 

２０７件  ３２８件 

 

〇所有者啓発等 

・「空き家バンク」、「信州駒ヶ根暮らし推進協議 

会」等との連携による利活用の促進 

・専門団体との連携 

・管理事業者の紹介等による適正管理の促進 他 

〇法に基づく改善指導 

・調査結果に基づく管理不全・倒壊危険空家等の 

 解消に向けた取組み強化 

・「特定空家等」の認定及び法に 

基づく改善指導 

・他法令との連携 他 

③管理不全な空家等状態の防止・解消 

 

・「空き家バンク」、「信州駒ヶ根暮らし推進協議 

会」等との連携による利活用の促進 

・専門団体との連携 

・管理事業者の紹介等による適正 

 管理の促進 他 

 

②空家等の流通・活用促進 

 

・広報、チラシ等による啓発 

・相談窓口による相談の実施 

・空家等の情報共有 

・「空き家バンク」、「信州駒ヶ根 

 暮らし推進協議会」等との連携 

・空家等データベース化 他 

①空家等発生の抑制（空家化の予防） 

空家等の管理状況の結果 

A 92.8%   94.５% 

C 

B 4.8%    4.６% 

2.4%   0.9% 

建物解体 
土地活用 
15.3％ 

 

【空家等の状態変化に伴う施策】 
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平成 28年度から令和 2年度でＡランク空家は、1.61倍に増加しました。 

当市の人口推計から見込まれる人口減少状況から空家の増加傾向は今後も続くと考えられます。 

第１期に引き続き、市民へ空家の実態を広く周知し、新たに空き家予備軍への働きかけなどの空家増加の抑 

制施策を強化し、空家の増加率を現在の水準に抑えます。 

 

  （ア） 広報、チラシ等による啓発 

  （イ） 相談窓口（都市計画課）における相談の実施 

  （ウ） 空き家相談会の開催 

  （エ） 空き家予備軍への働きかけ 

 

 

 

 

 

Ｂ（管理不全）ランク空家及びＣ（倒壊等の危険性が高い）ランク空家の改善・解消に向けた取り組みによ

り、第１期は 60％の改善につなげることができました。 

第２期では、所有者への啓発等の取り組みを強化し、70％の改善を目指します。 

 

（ア） Ｂ（管理不全）、Ｃ（倒壊等の危険性が高い）ランク空家の解消 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意向調査結果から、売却を希望する空家所有者が比較的多く、管理状態が良好な空家所有者ほど空き家バン 

クへの登録を考えていることが伺えます。 

本計画では、空き家相談会の回数を増やすことにより、空き家バンク登録数の増加を図ることで、空家等の 

流通・活用の促進に繋げるとともに、アフターコロナの「地方移住」への対応を図ります。 

 

  （ア） 「空き家バンク」・「信州駒ヶ根暮らし推進協議会」との連携 

  （イ） 「空き家バンク」の積極的な情報発信 

  （ウ） 空き家相談会の開催による空き家バンク登録数の促進 

  （エ） 補助制度の活用による流通促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【空家等実態調査結果に基づく具体的取組みのスケジュール】 
 

目標１【Ａランク空家増加の抑制】 

目標３【管理不全空家の解消】 

目標２【空き家相談会による空き家バンク申請数の増加】 

【Ｃランク空家改善事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 空家等発生の抑制（空家化の予防） 

３ 管理不全な空家等状態の防止・解消 

２ 空家等の流通・活用促進 

第４章 具体的な施策と達成目標 

空き家等 
所有者 

活用 
希望者 

駒ヶ根市 

平成28年度 実績値 令和2年調査 目標値

当初数 令和2年度 当初数 令和7年度

Cランク空家数

１０件

５件

４件
６０％の改善

１５件 ７０％の改善

２件
６０％の改善

３件 ７０％の改善

Bランク空家数

現状値 目標値

令和2年度 令和7年度

－ １．６１倍 １．６１倍

平成28年度

Aランク空家増加率

現状値 目標値

令和元年度 令和7年度

１回／年 ２回以上／年

５件／年 １０件／年

空き家相談会の開催

空き家バンク申請件数

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

平成28年
第１期
計画期間

令和２年

第２期
計画期間

・計画策定等
・関係団体連携

●空家等実態
調査実施
●成果の検証

・計画策定等
・関係団体連携

●空家等対策協議会
●空き家バンク連携

●空家等実態調査実施
●成果の検証

Ａランク

適正管理の継続

流通・活用促進

Ａランク

適正管理の継続

流通・活用促進

対象空家等の
解消の検証

Ｃランク

解消
対象空家等の
解消の検証

Ｃランク

解消
・代執行等
・具体的措置

対象空家等の
解消の検証

Ｂランク

改善・解消

対象空家等の
改善・解消の
検証

Ｂランク

改善・解消
・所有者への啓発 

・環境改善指導（繰り返し実施） 

・特定空家等の指定 

・法に基づく改善指導 

・「空き家バンク」、「信州駒ヶ根暮らし推進協議会」等との連携による利活用促進 

・「空き家バンク」等の利活用促進に関する積極的な情報発信 

・専門家団体との連携による問題解決（相続等） 

・管理事業者等の紹介等による適正管理の促進 


